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２
絆
の
発
算
黎
定
に
反
対

／

右
収
や
向
上
対
策
　
　
一
こ
こ
た
が
‘
予
防
●
暑
業
ヒ
封

毎
年
○
・
６

。／．
０
上
皐
ｔ
目

一
馨
癖
華
的
事
業
と
の
相
乗
的
取

総

こ
し
て
き
た
も

の
ひ
，
当
一該

一
り

鯉

針
て
上
げ
ち
て
し
て

い
た

年
度
は
そ
の
目
標
ｔ
こ
成
す
ち
一日
標
に
、
ぬ昇
軍
２
■
弄
で
よ
っ

し

ご
２
，，
大
き
く
下
げ
，
た
。　
一
た

の
か
む
う
か
伊
間
あ
４
３
。

大
き
ヽ
漏
水
が
原
因
た
て
い
う

一
方

Ｆ
辛
の
向
上
は
水
道
属
の
大

を
行
日
牌

（
′
つ
て
志
り
、
駒

達
す
３
ご
霜
増
に
０
２
フ

オ
３
の
が
、
綸
合
的
に
給
許
寸

Ъ
一
一ビ
伊
必
尋
て
は
た
い
か
。

２
．
給
＊
辣
益
の
載

数
，
甘

節
々
な
り
の
影
響

で
給
＊
枢
益
枷
下
か
っ
て
い
３

〓
と
は
、
公
営
企
誉
ビ
じ
Ｒ
め

規
ギ
ｔ
見
ら
は
ち^
ば
，
営
業
響

ナ
に

、考
い
０
で
つ
古
３
と
月

ち
な
５
。

３

丈
登
０
（
ｔ
は
じ
め
と

す
３
ロ

ヘ
い
た
え

大
愛
デ
ム
ひ
縦
甲
綸
中
挙
米、

実

鳥

程

智

と
馨

あ軍
馨
う
＾
計
上
を
余
各
ち
＜
さ

製
か軌
邸
雲
許

ｔ
得
負

い
理
Ｆ
は
六
魔
生
発

ヘ

ヘ
彩
だ

か
た
り
十
一率
３
（」
て
か

帽

う
で
は

ア
/^、

′

フ

ク
ロ

マもbb

□
含
ｔ

ヽ
か
ヽ

1儡
らヽ
、
日

に
対
し
崎
＜
戦
そ
い
も

の
の
設
ｒ
を
申
し

入
に
ァ
ゞ
き

で
あ
３
．

４
　
氷
ご
事
業

い
ム
リ
ぢ

企
業
合
計
で
進

ぁ
３
こ
と
は

限
界
が
あ
３
・
六
『民
徒
撃
に
不

国
民
の
声
開
か
ん
疎
お
は
Ｘ

９
円
岬
日
未
明
、
参
議
院

杢
Ｔ
議
の
中
継
き
見
ま
し
た
。

寧
夜
な
の
に
、
口
合
周
辺
て

は
眸酵
去
案
羮
行
苗
＾
に
れ

義
寄
３
集
舎
か
開
い
ス
て
い

き
し
た
。
恙
錢
菫
反
鰹
学

華
策
に

患
墾
学
者
ゃ
え
内

輔
義
制
長
官
．
元
最
島

長

・官
、
釣
く
０
文
化
人
げ
反
対

す
３
中
‐
政
府

・
ヒ
ナ
党
は
強

行
採
諫

し
た

０
で
す
も

可
求
脅

に
、
シ
＜
６
願
対

の
キ
′
■
で
ヽ
聞

伊
た

い
と
①

噴
間

に
守
店
首
相
は

Ｆ
員
諦

可
素
海
来
①
供
給
体
ホ
の
Ｔ
的

な
各
を
で
ま
り
‘企
業
合
計
そ

の
も
０
に
つ
い
マ
藤
計
す
３
時

れ朝
ｒ
来
て
い
３
と
考
え
３
。
そ

の
（し
にも
群
せ
マ
指
描
し
、
反

対
討
論
と
す
８
。

の
自
由
が
欲
り
ま
す
か
ら
し

と
呼
え
ま
し
た
。
ユ言
つ
①
ｔ

自
由

開
か
ん
＾
Ｌ
里
田
と

き
ｏう
一）ど
で
し
す
つ
か
γ
ロ

民
（
音
様
で
固
く
気
２
に
い

て
い
つ
こ
と
で
す
。

サ
ン
・
テ
グ
シ
ュ
ペ
リ
の

星
Ｑ
王
子
き
ま
に
出
て
く
ち

集
を
実
の
み
し
た
へ
じ
の
絵

ｔ
Ｓ
い
導
伊
ベ
ホ
し
た
。
ウ

ソ
ヒ
ゴ
ま
い
し
と
惣
つ
ん
ワ

伐日の

フツ‐a
κ々
(くへ √■)

マ
い
く
て
し
ょ
う
。

ひふ●浩去
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市
長
が
「ヽ
な
共
施
設
奮
魔
計
画
国

９
日
喝
日
（Ｃ
）午
前
‐
市

発
会
議
翼
協
議
ど
ヽ
開
か
索
‘

尾
花
さ
長
や
ら
―

公
業
施
設

の
五
数
た
岬に
つ
い
ス
．
２
．
和

勲
山
ホ
六
ロ
ビ
ン
Ｐ
ノ
蔭
ぴ
約

腋
山
ホ
ま
ぢ
・
ひ
と
。し
プ
ヒ

創
住
編じ
戦
略
【
概
９
】
の
議

暉
が
あ
り
ま
し
た
。

公
終
峙
認
の
み
整
備
は
、
日

産
お
肺
ｔ
導
印
し
て
、①
ぼ
虜

中
学
存
跡
地
に
市
民
貧
餃
ｇ
洵

′転

（
曇
更
替
ぇ
）
逹
Ｅ
本
発
ぼ

絆
荏
議
豪

、
②
雄
季

ｆｌヽ
骨
棒
飾

地
に
た
鉾
毛
誘
致
、
③

本
町
ｒｌ、

壁
農
飾
地
に
ホ
士
認
定
こ
と
も

健

て
こ
り
も
結
合
え
猪
セ
ン
タ

ー
皇

工碑
④
鼻

難

業

６唇
制
長
警
磁
て
し
Ｒ
図
署
飴
あ

秘
転
（套
Ｒ
替
え
）
と
ま
前
白

軒
墓
雪
み

の
里
新
称
マ

○

図
書
彙
、
市
民
会
館
の
肺
地
に

生
理
学
電
セ
／ヽク
、
（
承
否
行

穴

前
千
ナ
牟
セ

ンヽ
タ

＜
伝

で
七

戯
置
）
、④
地
多
雙
猛
ぞ

ン
９
‐
機
籠
ｔ
あ
ひ
ち
か
亀
場

に
秘
転

、
∩
下
央
肺
え
お
場
の

二
蒼
沸

（
道

の
欧
ャ
曝
？
つ
い

辛
２
籠
ｔ
練
訂
）
、
③
中
コ

ミモ

ン
の
書
嘔
、④
ヶ
讐
見
箱

の
表
ぬ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
い
宅

２
ο
／
ι

（
日

”
）
，

２
ο
２

／

（
＝

３３
）
に

行
口
、
綿
雑
ほ

／
６
３
靡
４
千
万
円
で
口
Ｑ
群

節
ｔ

約
各
席
田
見
込
ん
で
い
Ь

て
の
３
と
。

以
下
、
ィ
考
に
。

〓
ん
日
本
共
産

た
た
が
い
は
こ
ネ
な
脅

政
府
に
ょ
５
戦
争
垂
の
強

行
採
恭
へ
の
簿
り
が
日
に
昌

に
増
し
て
い
ま
す
。
申
倍
白

雪
政
権
は
国
民
ゴ
万
久
る
こ

と
ｔ
願
っ
て
い
る
よ
Ｄヽ
で
す

伊
て
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
た

た
，
い
は
こ
ね
か
ら
た
と
た

く
さ
ん
の
方
が
林
識
行
銘
砲
行

う
て
い
ま
す
。
摯
■
翌
日
奮
破

へ安
て
捕
議
ｏ
声
を
上
げ
て
い

ま
す
が
車
な
２
２
４
か
つヽた

く
さ
ん
の
方
か
手
ｔ
れ
、
マ
応

樺
じ
て
く
索
３
こ
と
に
ど
人
む

入
力
が
録
い
て
き
ま
す
。
戦
争

義
い
ご
が
は
と
Ｒ
も
だ
０
を
し

て
で
す
が
、
多
く
の
ぢ
か
主
た

＋た
と
し
Ｒ
自
生
的
に
声
ｔ
あ
げ

た
す
に
明
３
中
雰
ス
ｔ
見
え
よ

し
た
。
私
も
こ
６
遅
多
■
通
じ

て
た
く
さ
ん
の
出
合
い
ド
あ

り
ま
し
た
。
紳
間
営
了
倉
‐〕

一Ｉ
で
「
日
本
め
疎
二つ
に
焉

主
主
義
て
ュ
焦
主
義
〓
取
り

戻
す
じ
船
し
し、
た
た
い
”
ｔ

多
く
の
方
て
手
を
つ
甍
サ）、一

し
つ
か
り
と
進
め
て
い
き
た

い
と
０
だ
い
キ
き
フ・

群輩子
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戦
争
蓬
反
対
日
・ノグ
フ
ノ宣
伝

ｑ
員
‘

‐
円
＾
満
０

，
婚
時

か
ら
哺
時

、
Ｊ
Ｒ
歌
率的
で
肇
リ

細
ま
な
た

戦
争
主
法
顧
封
ロ
シ

グ

ラ
ン
宮
属

。
「
諮
好
採
摯
瞑

打

」
ね

で
の
プ
ラ
カ
ー
ビ
Ｋ
易

げ
た

り
‐
ビ

フヽ
入
リ
ポ

リ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ｔ
配
っ
た
り
ヽ
５

令
闇
ず

つ
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
て
許

た
た
り
し
ま

し
た
。

日
本
書
重
で
塁
百
ｉ
ｃ
曇

サ

如

。
私
、
鉢
ひ
む
は
両
曰
と

も
厖
蒔
伸

％ヽ
円
野
卜
で
分
が
し
、

そ
パ
で
４
５
行
船
マ
イ
ク
ヒ
種

り
％
８
は
、
戦
争
む
鶏
無
枠
止

力
に
な
３
／
ｔ
ヽ
、
つ
か
、
戦
争
の

島
ｔ
黎
７
ｂ
助

上
力
は

、
缶

琺

ｑ
魚
た
と
．
口
日
は
僣
知
子

颯

会

で
お
リ
ガ

下
さ
水
た
で

戦

争
主
ジ
阻
上
に
士
ち
上
が
ヽ
た

シ
ー
ル
ス
な

口
若
い
た
た
ち
‘

共
困
し
、戦
争
琺
駆
汗
の
豊
動

ｔ
続
け
よ

う
ビ
計
え
ま
し
た
″

”
年
害
甲
ｏ
お
誇
主
叩
く
公

９
日
８
日
（Ｃ
）
日
本
書
確

礎
”
年
嬌
夕
の
よ
話
ｔ
印
く
ε

に
、
私
、
ひ
び
だ
も
参
加
・

今
年
，
ホ
０
課
算
ｔ
引
理
し

た
繊
理
忠
ほ
き
た
ｔ
今
年
は
，

”
暉
嚇

境

と

し
て
出
席

．

今
年
は
産
Ｃ

（
２
人
）
、
間

電

、
一
“
王
と
し
ヽ
、
つ
大
繹
Ｃ
で
の

克
封
多

に
つ
い
て
‘
訂
確
間
が

せ
て
も

ちヽ
い
よ

り
に
。


